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Due to the rapid increase in tlie proportion of elderly people in Japan and the realization of a for rehabilitation
of those who are disabled, the demand for wheelchairs will continue to increase. Research reported here relates to
improved designs for wheelchairs, making them safer and more efficient. The relationship between the electromyogram
(EMG) of the biceps and triceps and the driving torque at the different grip positions on the hand of the wheel, are
analyzed for the first 'push' of the wheel on a level plane. We also analyze the relationship between the EMG of the
biceps and triceps, driving torque and speed when moving in a straight line oa a downward that has a tilt
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1．はじめに

近年急速に進む高齢化、陪審者の社会復帰の増加に伴い、
轟いすに対する帝要も年々増加してくると考えられる．車

いす使用者が発揮できる能力は様々であり、それに対応す

るため任用ポのこ岬ズに応じた仕様の轟いすの選択、設計
が求めらわている1）．

そこで筆者らは、先に斜面における手動尊いすの旋回特
性と安定性ご、Jや斜面横切り特性里ごついて述べたっ　ここ

では、尊いす使用者と輩いすの相互関係を理解する上から、
平曲路をこぎ出す時の上腕二頭筋・上腕三頭結構竃図波瀾、

駆動トルク波形を元に、ハンドリム把持位置の適いおける

車いす動特性について考察を行う．また、片流れ路軒こ対

して直角に直進走行する場合の、筋電図波形と走行特性の
関係について述べる．

2．計測用車いすシステム

Flg．1に串いす計測実験のために製作した計測川車いす
システムの概要を示す．筋電図測定装置により筋電図を、
車いすの左右後輪部に組み込んだトルクメータ、ロータリ

エンコーダ（共に英和竃業製）により駆動トルク、駆動輪の

回転数を計測する．このデータはAD変換機によりパソコ
ンに取り込むことができる．ここで用いる計測用の番いす

の酌量は約22．8kgであり、後輪径は約55．8cm（22inch）
である．なお、後輪車軸はバックレストの延長上にある．

暫「
PC

国国国国国国国

AMPhr

EMGmeasurement

0
□

軸hai妄毒
鬼】Ⅶ野馳r紐r聯監m飽和托m監羞蓋

Fig．1Experimentaldevicesystem

［コ

3．平面路こぎ出し
3．1　実数方法
平面路でハンドリムの把持位置を変えることによるこ

ぎ出しの違いについて実験を行った．こぎ出しのハンドt」

ム把持位置はハンドリム頂点を基準とし、さらにその位措

からハンドリム円周上前後10clnに基準をおく．これら3

点を紅いす進行方向の後方からi、ii、iiiとし、ニぎ侶し

の把持位置とする．停止した状態から平面路をそれぞわの

把持位置溶唱皇国芸ぎキ右腕患腕二頭筋ヰよ腕望璃鮪解職
図振幅、轟いす駆動トルクを測定した．これを各把持位置
でiO桓‡ずつ行った．

ここで筋電測定用電極は表面電機を用いている．配置は
それぞ艶の観験鮪の厳尭収暗部を娩濫ずも山方を騎乗凝縮

の下方に10mmずらして配潰し、もう一方を40m‡nの間

隔を置いて配置した．これは神経支配帯と盤面電極との位
置関係により、評価パラメ肘タの値の翼なることが確認さ

れているためである叶　ここでは22～38歳の健康な男
子3名を被験者とした．

凱　羞　薬教皆魔盈び考察

酌訃乱説轟を≡それぞれ把持位置豊t　重量t　出払撃薗路芸
ぎ出し時隠者腕よ腕霊頚腰・上腕≡頭購の筋餞図振幅絶対

値と駆動トルクの関係を示す．
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4 . 片 流れ 路面横断走行

4 . 1 実験方法

進 行Jj 向 の才i 側 に 傾 斜 し て い る 片 流 れ 路 面 を. 停止 した
I

I人.

fA
-

J J l 王
.

.
,

I .

I

, ト . I
.

J JL
u
J .H II .l

1

.

1
I

H . i .

t

し て L

l
-

-
Ll

.

.

-

I
.

. し . い
,

r 粧す

ノニJ . J 卜 し J rくi
1 .

.

.
1二

い

.
I

.
-

-
J l

I

tさLrl 仙l ,iE
l

ト爪Jつ
I

rT
l

nlりに 心 るI J

-

1Jt
l

p
r

. 1 脚 .

.

. .

.

I
T

S ,r.1l
. l 胎 1

.

.

JL
T

i t11J J HI
J

I
1

,

.川 叶
し

W .

.TTJJ ll JL
JJ .r .I

.

.ilT.q
.

Jj .

,

し

ノ.

-- .
J

-

l

L

iJIT ti h
T

.

.

i LTl卜
.

L

J 叫 ,iltT,

-

H J o iくと. 小 .

1

, 1 Jt
.i .

.
I

.

し . 千 .h LI
ご
れ

1 0 什寸
L

ブ 測
L

i l

,

し た . 披験古は 2 2 歳 の 触康な 男子 で あ る .

導 . 2 薬療結果最び考察

計測 し た榔軌 トル ク .

筋屯固 か ら . 和 い す駆動 に 必 要 な

ノJ
.
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加 え る トル ク が 小 さ く て も - 定速度 を 維持す る こ と が で

き る た め で あ り . こ の 時の 把持位置はii . iii とな る . し か

し け流れ 路面 の 傾斜角が 大 きく な るに つ れ . こ ぎ出 し時の

トル ク ピ - ク値 に 2 回 目の 値が 近づ い て い き . 傾斜角 4 度

で は こ ぎ出し と同程度 の 値 とな っ て い る .
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も大 きく な っ て い る . こ れ は 片流れ 路面 を走行す る 場合.

憎行糊 に 路面の 傾斜 し て い る方向に 車 い すが流れ る 現象

を防 ごう と する た め で ある . こ れ を 防ぎ. 速度 を落 と さず

に斜面に 直角方向に 直進する た め に は 2 回 目 駆動時で も

傾斜路 の 谷例 の ハ ン ドリ ム に 加 え る トル ク を こ ぎ出し よ

り も大 きく し . し か もすばや く ハ ン ド リム を こ ぐ必要が あ

るた め . トル ク ピ ー ク値が 大 きく な る . そ の た め に 上腕 二

頭 筋 へ か か る 負担 が こ ぎ出 し よ り も大 き く な っ て い る と

考 え られ る ー

1 度の 片流れ 路面直進走行時の トル ク , ス ピ ー ド . 上腕

二 頭洛 . 皇 腕三頭鱗解職振幅 の 関係ダラ ヲ を ぎi琶B をこ示す.
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